
NIT 学生サポートシステム
NIT student support system

　西日本工業大学は、開学以来「人を育て技術を拓く」をモットーに、きめ細かい教育を実践しており、近

隣の高等学校からも評価を得ています。この永年の実績に基づいた教育体系を本学の英語標記の略を用い、

「ＮＩＴ教育」と称して３０年以上実践しています。

■基礎科目の確実な修得

　入学時に数学及び英語については、プレースメントテストを実施し、習熟度別にクラス編成を行います。

■修学支援室

　学内に修学支援室を設置しており、講義だけでは理解できない学生達が、講義の空き時間や放課後などに修学支援室で

気軽に質問、学習ができる体制を整えています。この修学支援室には専門スタッフの他、必要に応じて専門スタッフ以外

の教員も対応しています。専門スタッフには、高校の教育現場で活躍された方々も登用し、キャリアを生かした実践的な

指導を行っています。また、学生同士が学年を超えて教えあう学習支援も行われています。各教科から数学などの基礎科

目まで、学生同士が教え合うことで、伝わる話し方、コミュニケーション能力も身につけます。

そして、リメディアル教育だけではなく、大学院進学希望者を対象とした特別教育や大学院サロンを実施したり、教職を

目指している学生に対する教育やアドバイスなど、学生の希望や進路に応じた教育も行っています。

■ガイダンス制度

　本学は開学以来、ガイダンス制度（担任制）を導入しており、学生は修学上の問題や、大学生活の問題などをガイダ

ンス担当教員に気軽に相談できる体制をとっています。

　また、１年次から２年次にかけて「キャリアガイダンス」を必修科目として開設しており、この科目では、在学中の

修学設計や、就職・進学を視野に入れた生涯設計などを教育する他、キャリア教育の一環としてガイダンス担当教員に

よる個人面接も実施しており、学生個々の考えや現況などを把握した上での指導も行っています。

■ネットワークを利用したサポート体制

　本学は、２０年以上前から学生の出欠状況調査を電算化しており、教職員全員が学生カルテにアクセスすることによ

り、学生のリアルタイムな修学状況を確認することができます。この出欠状況調査は、非常勤講師の科目も含めた全て

の科目を対象としており、修学状況の異変を早期発見することができます。修学状況が思わしくない学生に対しては、

ガイダンス担当教員と学生支援グループが連携して指導を行います。

　また、学内には教員の所在表示モニターが各所に設置されています。この所在表示はパソコンからも閲覧することが

でき、学生はこの所在表示で教員の所在を確認の上、研究室に相談に行きます。

所在表示モニター学生カルテ画面 所在表示（パソコン画面）

■オフィスアワー

　本学のガイダンス制度の一環として、在学生の皆さんの学業や学生生活全般にわたる相談に応じるために、各教員が研

究室に決まった時間に在室する「オフィスアワー」を設けています。 講義での疑問点や関心のある問題への取り組み方な

ど勉学に関することや、学生生活に関することなど相談事があれば、ガイダンス担当教員と直接話し合い、指導を受ける

ことができます。オフィスアワーとして設けられた時間帯には、特別の所用がない限り研究室にいますので、是非活用し

てください。なお、教員の在室時間は、学内掲示板やホームページに公開しています。


